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HIV/SIVキメラウイルスを用い

た個体 レベルにおけるHIV病原性の解明

速水正憲 (京都大 ･ウイルス ･病原 ウイ

ルス)､松林消明 (京都大 ･霊長類 ･サ

ル類保健飼育管理施設)

HIV病原性を個体レベルで解明するの

を告的として､HIVl1由来のenvその他の

遺伝子を持ち､サルに感染するHIV/SIV

キメラウイルス (SHIV)を作成し､サル

感染突放 を行 っている.｡所外供給を受け

たアカゲザルにはsIV/サル実験系で発症

に必須であることがわかっているnet遺伝

子を欠失したsHIV(SHIV･dn)を静脈内

接種 した｡接種後 2週 目よりウイルスが

分離されたが､体内ウイルス罷はnel退1･L'-:I

f･を持っているSHIVより低かったく}末梢

血リンパ球サブセ ットの変動は認められ

なかった｡抗HIV特異抗体は接種後 6週

目より検出され約 1年後にピークとなり､

その後この抗体価 を維持したoなお､中

和抗体 については現在検討中であるo

cTLの検索ではEnvに対するCTL活性が認

められ､またNK細胞活性も上昇している

ことが確かめ られた｡.以上のことか ら､

サルに持続感染するものの発症はみ られ

ず､ウイルスに対する液性免疫および細

胞性免疫が誘導されることが視察された.,

このことはnel遺伝子がSHIV/サル実験系

においても病原性に関与す ることが示唆

される｡
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